
 

 
１ 自己評価結果 

   １年生から４年生の児童にアンケートを行ったところ、以下のような結果になった。 
 
「英語活動は楽しいですか」という質

問に対し、「とても楽しい」「まあまあ

楽しい」と回答した児童は、全体の約

８９％であった。 
学年別に見ると、１年生は約９２％、

２年生は約９４％、３年生は約９６％、

４年生は約７２％であった。 
 
 
「チャンツは好きですか」という質問

に対し、「とても好き」「まあまあ好き」

と回答した児童は、全体の約８２％で

あった。 
 学年別に見ると、１年生は約８９％、

２年生は約８０％、３年生は約９２％、

４年生は約７０％であった。 
 
 
「内容はよく分かりますか」という質

問に対し、「とてもよく分かる」「まあ

まあ分かる」と回答した児童は、全体

の約７０％であった。 
学年別に見ると、１年生は約７２％、

２年生は約６４％、３年生は約８４％、

４年生は約７０％であった。 
 

２ まとめ 

  資料から、児童は日々のＤＶＤ視聴を通じて、英語に親しんでいることが分かる。リズ

ムに乗りながら、楽しく英語を話す活動が有効であるからであろう。しかし、映像の中の

ＡＬＴや子供たちが話している内容を十分理解しているとは言えない。 
今後の課題としては、学年が上がっても英語活動に十分親しむことができるようにする

ことである。教師が一緒になって、話したり歌ったりしながらＤＶＤの世界にどっぷりと

浸かれるように心掛け、英語の魅力を味わうことができるようにしていく必要がある。 

令和４年度特別の教育課程の実施状況等について 


